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明和電機のナンセンスマシーン

Abstract

Presenter

土佐  信道
土佐信道プロデュースによる芸術ユニット。
青い作業服を着用し作品を「製品」、ライブを「製品デモン
ストレーション」と呼ぶなど、日本の高度経済成長を支えた
中小企業のスタイルで、様々なナンセンスマシーンを開発し
ライブや展覧会など、国内のみならず広く海外でも発表。
音符の形の電子楽器「オタマトーン」などの商品開発も行う。
2016年 1月には中国上海の美術館 McaMで、初の大規模展
覧会を成功させ、同年 6月には大阪では 20年ぶりとなる展
覧会を開催した。

明和電機が開発してきた、数々のナンセンスマシーンを紹介しつつ、「なぜそれを思いつ
いたのか？」という発想の原点から、オモチャなどの大量生産に落とし込むプロセスまで
を紹介します。
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